
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県立若狭歴史博物館 

わかはく講座 

 古墳時代には、鍬・鋤・鎌・斧・鑿・やりがんなといった、

さまざまな鉄製農工具が使われました。 

これらの鉄製農工具は、いくつかの種類を一括して古墳に副

葬することも多く、当時の技術を知るうえで貴重な研究資料と

なっています。 

 若狭でも資料が蓄積され、特に後期古墳の副葬様相について、

周辺地域との比較から大変興味深い事実が分かってきました。 

新たな古墳時代の地方社会像を切り開く可能性がある資料に

ついて、いっしょに考えていきたいと思います。 

日時／令和７年７月２０日（日）  

１３時３０分～１５時 

会    場／福井県立若狭歴史博物館 講堂 

聴 講 料／無料 

事前申込／不要 

問合せ先／福井県立若狭歴史博物館 

         ＴＥＬ. ０７７０－５６－０５２５ 

         住所. 福井県小浜市遠敷２－１０４ 


